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絵と数学についての“雑感”
著者 神田 護
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思えない。絵についても，与えられた対象の形を
かなり正確にとり，それに応じた色を塗るロボッ
トは，遠からずには可能であると思う。即ち，初
等的な写実画ならロボットにも可能であろうと思
う。ところで，写実にしても画家はしばしば同一
対象で数枚の絵を描くことがある。同一なものは
ひとつとしてなく，それぞれが独自の趣を持って
いる。この同一でないということが重要であって，
そこに創造の秘密が潜んでいるのではないか？お
そらくロボットが同一条件で同一対象を複数描く
とき，それらはほとんど同一なものになるであろ
う。ロボット・アートという新しいジャンルがで
きることは，否定しないが・・・。
私見では“美を創造する”，例えば“絵を描く
仕組み”は最後まで残る謎の 1つではないかと思
っている。いいかえれば，“数学をする”，“絵を
画く”といった行為は，人間の根源に関わった行
為であると思う。たとえ，その成果が大したもの
でなかろうと，よい絵でなかろうと，“数学をす
る”，“絵を画く”ことに費やした時間は，人間ら
しく生きた時間であり，プラグマティックな意味
では役立たなくても，それ自体意義があるものと
思っている。私は，これを勝手に“数学或いは美
の個人的意義”と呼ぶことにしている。
さて，冒頭で述べたように私は絵をはじめた。
個人的意義は十分であったが，社会的意義はまだ
ゼロに等しい。この雑文で書いたことは，“当た
り前”か逆に“全くインチキ”として直ちに論破
されるようなこじつけが多いと思いますがお許し
ください。
（かんだ・まもる　数学系教授）
図書館見学案内事情
筑波大学附属図書館を30分間でＰＲする。それ
がどんなに難しいことか，本当に今日は上手くで
きたということがありません。
「開かれた図書館」「集中管理」「全面開架」「電
子図書館」・・・決まり文句と，統計データを駆
使しても見学者の心をつかむのは容易なことでは
ないのです。
図書館公開係では主に中央図書館の見学につい
て担当しています。筑波大学附属図書館は開館以
来見学者が大変多く，見学にまつわるエピソード
などもたくさんあったようです。
今回はそんなこともまじえながら，中央図書館
の見学についてその一端をご紹介します。
＜図書館オリエンテーションと館内案内＞
図書館見学者は，大きく学内者と学外者に分け
られますが，学内者向け見学として図書館オリエ
ンテーションの一環での館内案内があります。
新入生を対象にレファレンス係で開催するフレ
ッシュマンセミナーでは，図書館の利用案内，
OPACの操作方法等と併せ，館内ツアーを行ない
ます。先生から出題された課題の資料を探したり，
各カウンターの紹介やコピー機の場所，ちょっと
した図書館利用のコツなども入れながらのツアー
です。年間10件くらい，500人以上の新入生が参
加しています。また毎年 4月には理療科教員養成
施設の新入生の方々も来られます。目の不自由な
方への館内案内なので，専門知識の豊富な附属図
書館ボランティアのサポートで実施しています。
とにかく新入生の皆さんには，これからの大学生
活に欠かせない図書館をよく知ってもらいます。
新入生の皆さんと並んでもう一つのお得意様は
留学生の方々です。図書館では年に数回留学生向
けの図書館オリエンテーションを開催していま
す。日本語での案内，英語での案内があり，それ
ぞれに工夫をこらした館内ツアーとOPACの操作
方法のガイド補助を行います。外国語が堪能なボ
ランティアの方々が大活躍しています。
図書館見学承ります！
